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１ まえがき 

土木・建築構造物基礎地盤の置換え材料に適用することを目的として、昭和 59 年に現地発生土利用のソ

イルモルタル材料を開発した１）。これは、現地発生土にセメント系固化材２）を添加混合し、周辺地盤と同等

の物性（強さ，変形係数）を安定して長期間変動なく保持する人工地盤構築用の材料である３）。この長期安

定性については、室内の劣化促進環境下での安定性試験および現場における施工地盤の物理･力学試験を行い、

平成５，６年に８～10 年経過後の試験結果を報告している４～６）。その後も室内における安定性試験を継続し

ており、今回 22 年経過後の試験データを得たので、これらを取りまとめた結果について報告する。 

２ 使用材料と供試体曝露条件 

ソイルモルタルの材料構成は、泥岩を解こうした粘土スラリー

と２mm 以下の砂，さらにセメント系固化材２）と水である。表－

１に材料配合６）を示す。同表に示すとおり当該ソイルモルタルは、

湿潤密度ρt が 1.79g/cm3，材令３ヶ月の一軸圧縮強さｑu が４～５

MN/m2 の物性を有する。供試体の曝露条件として、地下水水質お

よび水・空気中の炭酸化を想定して、イオン交換水（セメント水

和生成物の溶脱），硫酸ナトリウム 10％水（硫酸塩耐久性），重炭

酸ナトリウム飽和水（中性化促進）の溶液に浸漬させ（写真－１

参照）、20℃封緘養生も標準養生として行っている。 

３ 試験結果と考察 

 試験結果を表－２に示す。22 年経過後の試験データ

は、20℃封緘養生をはじめイオン交換水，重炭酸ナト

リウム水浸漬の３養生条件で、試験数は３供試体／条

件である（硫酸ナトリウム 10％水の試験データは材令

10 年で終了６）しており、22 年経過後以外のデータは

平均値を表示）。 

 20℃封緘養生に

ついて、経過時間

ｔとｑuの関係を

図－１に示す。ｑu

は材令初期（１年

程度）でほぼ収束

しており、10年，

22年と経過しても

ごくわずかな増加

にとどまっている。

当該材料を自然地 
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写真－１ 供試体曝露状況 

表－１ ソイルモルタルの材料構成 

粘 土 砂 固化材 水

第三紀
泥 岩

砂丘砂
高 炉
ｾﾒﾝﾄ系

水道水

190 870 180 549 1.79 4～5 

材料構成（単位量：kg/m3)
湿潤密度

ρt

(t/m3)

３ヶ月後の
一軸圧縮強さ

ｑu(MN/m2)

表－２ ソイルモルタルの一軸圧縮試験結果（表中の*印はデータ不在を示す） 

養生（曝露）条件 経過時間 7日 28日 91日 1年 2年 3年 4年 6年 10年  22年  

ρt (g/cm3) 1.79 1.79 1.79 1.78 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 1.80 1.79 1.80

ｑu (MN/m2) 2.56 4.05 5.07 5.75 6.2 6.35 6.3 6.36 6.42 7.00 7.42 6.75

Ｅ50 (MN/m2) 440 658 938 1125 1170 1200 1300 1310 1340 1250 979 944

ρt (g/cm3) * 1.79 1.80 1.79 1.79 1.80 1.79 1.78 1.79 1.80 1.79 1.81

ｑu (MN/m2) * 5.62 5.85 5.62 5.97 6.25 6.3 6.37 6.35 6.52 6.95 6.24

Ｅ50 (MN/m2) * 952 870 890 978 1005 1018 1170 1206 968 960 1110

ρt (g/cm3) * 1.79 1.79 1.80 1.80 1.79 1.79 1.79 1.80 * * *

ｑu (MN/m2) * 4.66 5.42 5.75 6.03 6.14 6.16 5.97 6.28 * * *

Ｅ50 (MN/m2) * 755 877 790 964 1105 944 967 1060 * * *

ρt (g/cm3) * 1.79 1.79 1.79 1.78 1.79 1.79 1.80 1.79 1.75 1.78 1.75

ｑu (MN/m2) * 5.23 4.61 5.46 5.83 6.05 6.17 6.2 6.22 6.95 7.03 6.48

Ｅ50 (MN/m2) * 837 784 786 1045 966 926 993 1008 1210 1190 1510

20℃封緘
（標準養生）

イオン交換水
（水和生成物溶脱）

硫酸ナトリウム10%
（硫酸塩耐久性）

重炭酸ナトリウム
（中性化促進）
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盤内に置換える場合、力学的特性などは周辺地盤と同

等で長期的に安定であることを前提とするが、これま

で超長期データが不在の状況下では、材令３年程度の

既得データに基づく外挿によって判断せざるをえなか

った。栗原ら６）は、10年までの長期にわたる材令ｔと

一軸圧縮強さｑuの関係について、温度一定条件のもと 

  ｑu＝ｔ／（α＋βｔ） （α，β：定数）  …(1) 

なる双曲線関係を見出し、20℃の場合、ｔ＝∞より終

局強さｑufを１/β＝1/0.155＝6.45MN/m2（図中破線）と

評価したが、今回ｔ＝22年の新規データを包含してｑ

ufを評価してもｑuf＝７MN/m2（同実線）であり、３年

程度のデータからｑufを精度よく表現できることが再

確認された。 

図－２は、20℃封緘養生供試体と各溶液に浸漬させ

た曝露供試体のｑu 値を比較したものである。横軸ｔ

を対数目盛りにとって初期（材令 7～28 日）から材令

22 年経過までのｑu 値をプロットしているが、22 年経

過後のｑu は 6.2～7.4MN/m2 であり、曝露条件の違いに

よるｑu の差異はほとんどなく、劣化促進環境下でも

標準養生との差異が認められないことから、22 年より

さらなる年数が経過しても、安定性が維持されるもの

と評価できる。一方、図－３は変形係数Ｅ50 とｑu の関

係を示したものである。材令 10 年までのデータに 22

年データを加えプロットしているが、両者の関係はほ

ぼＥ50＝170ｑu で表すことができる。 

以上の結果から、22 年間劣化促進環境下に曝した当

該ソイルモルタルの物理･力学特性は、ほとんど変動す

ることなく安定していることが確認でき、超長期に及

ぶ貴重なデータを取得できたといえる。 

４ あとがき 

 周辺地盤と同等の地盤物性を長期間変動なく安定し

て保持するソイルモルタル材料について、22 年経過後

の長期安定性試験結果から、ほぼ四半世紀経過した状

態でも当初目標の物性値を保持していることが検証で

きた。当該試験は今後も継続実施していく予定である。 
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図－１ 一軸圧縮強さの経時変化 
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図－３ 一軸圧縮強さと変形係数の関係 

図－２ 各曝露条件結果の比較 
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